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テキスト:はた☆なおゆき 

梅雨まだ明けぬ東北・宮城県のスポーツランド SUGO を舞台とする、スーパーFJ もてぎ・菅生シリーズ

ながら、このレースウィークは雨に見舞われることなく、終始ドライコンディションでの戦いとなった。正

確には日曜日の、あの瞬間を除き、ということになるが……。しかし、暑い！ まさにその一言に尽き、暑

さとの戦いともなっていた。 

今大会もモビリティリゾートもてぎの第１大会に続きダブルヘッダー開催で、そしてまた、ジャパンリ

ーグとの併催になる。まず、ここまでのもてぎ・菅生シリーズは、モビリティリゾートもてぎでの第 2

戦を制した、#27 豊島里空斗選手（C.S.I Racing）がランキングのトップ。これに 9 ポイント差で

#81 丸山陽平選手(群馬トヨペット TEAM RiNoA)が続き、第 1 戦のウィナー#79 中澤凌選手

（ZAP NAKs 10V ED）は第 2 戦でリタイアしてしまったものの、このふたりに続いている。 

一方、ジャパンリーグでは、ここまで 3 戦に出場して 2 戦で 2 位の#7 松井啓人選手（FTK レヴレ

ーシングガレージ）がランキングのトップ。今大会にも出場しており、どれだけポイントを積み重ねら

れるか、さらに言えば初優勝を飾れるか、大いに注目される。 

なお、今大会にも出場しているドライバーでは、#43 小田優選手（Drago CORSE TAKE）が 3 位

で、#7 松井選手に 3 ポイント差で続き、5 位の#22 酒井翔太選手（ファーストガレージ KK-SII）



が 6 ポイント差、そして前回の富士スピードウェイで勝っている#9 渡会太一選手（FTK レヴレーシ

ングガレージ）が 7 ポイント差ながら、接戦であるには違いなく、最大 12 ポイントの加算が可能であ

るだけに、今大会で戦況が一変しても不思議ではない。 

 
レース１・予選 

鈴鹿サーキットや岡山国際サーキットのダブルヘッダー大会は、予選を１回のみ行い、レース２はレー

ス１の結果に基づく、トップ６のリバースグリッドとしていたが、今大会は土曜日に第 3 戦の予選と

決勝を、日曜日に第 4 戦の予選と決勝をそれぞれ実施する。 

第 3 戦の予選は、10 時 10 分から 15 分間の計測で競われた。気温は 31 度、路面温度は実に 51

度にまで到達。計測 1 周目は、このレースウィークが SUGO 初走行の#7 松井選手がトップで、1

分 30 秒 260 をマーク。次の周には 1 分 29 秒台に入り、今度は昨年の鈴鹿・岡山シリーズの 2

位、目下 HRS-Formula を受講中で、今年初レースとなる#2 田中風輝選手（M2 engineering 

KK-SII）が 1 分 29 秒 152 でトップに立つ。 

だが、上限はまだまだ先にあった。計測 4 周目に 1 分 28 秒 874 を記録した#43 小田選手は、

次の周だけ 1 分 28 秒 756 を記した#7 松井選手にトップを譲ったものの、すぐに 1 分 28 秒

517 で逆転を果たす。そればかりかラストラップには 1 分 28 秒 308 と、決定打ともなるタイムを

#43 小田選手は出してポールポジションを獲得した。 

2 番手は、その後のタイムアップならず#7 松井選手で、3 番手は 1 分 28 秒 876 を記録した#2

田中選手。そして昨年のジャパンリーグSUGO大会を制している、#7渡会選手は1分29秒095

で 4 番手に。5 番手は＃豊島選手で 1 分 29 秒 133、6 番手は#22 酒井選手で 1 分 29 秒 219

という結果になった。 

 
ポールポジション：#43 小田優選手（Drago CORSE TAKE） 

「今週の木曜日が初めての SUGO で、まったく分からない中

での走行だったんですが、コース自体は自分の走りにも合っ

ていたのかな、という感じです。カートコースはもちろん、何回

も走っているんですが（苦笑）。今週は自信を持って走れてい

ます。２連勝したいと思います！」 

 

予選 2 番手：#7 松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「小田選手のストレートが速くて、びっくりしているんですけ

ど、4km/h も！ そこがでかいのかなと思っているんですけ

ど、レースになったら僕もスリップ使えるので、まだどうにかな

るのかなと思っています。まぁまぁ、走り初めにしては悪くな

いですね。自分にとっては満足ではないですけど、納得のいく

結果ではあります。ある意味、鈴鹿はみんな、いっぱい走って

いるからこそ、追いつきづらいところはあるんでしょうけど、このへんだったら、みんな走っている

わけじゃないので、その点で言うと分があるんでしょうか」 



予選 3 番手：#2 田中風輝選手（M2 engineering KK-SII） 

「順位的には昨日から比べたら、まぁ、いいかなって思うんで

すけど、トップとはタイムがけっこう離れているので、そこが。

いろいろ試して、いいところを見つけるしかないですね。２レ

ースあるので、詰めていこうと思います」 

 

レース１・決勝 

SUGO の決勝は 12 周で競われる。気温は 31 度で予選の時と変わらないものの、上空を薄い雲

が覆ったせいか、路面温度は 43 度まで下がって、若干タイヤへの負担を抑えたか。注目されたスタ

ートで、ストール寸前となった#7 松井選手が出遅れたのに対し、ポールシッターの#43 小田選手

は鋭いダッシュを決め、1 コーナーへのホールショットに成功。#2 田中選手が 2 番手で続き、3 番

手に#7 松井選手がなんとか留めた一方で、その影響を真後ろに並んでいたことで受けてしまった

#9 渡会選手が、#27 豊島選手の先行を許していた。6 番手はポジションキープの#22 酒井選手

だ。 

1 周目を終えた時点で、#43 小田選手は#2

田中選手に対してコンマ 7 秒の差を、そして

#2 田中選手は#7 松井選手に対してコンマ 8

秒の差をつけ、2 周目には#2 田中選手が 1 秒

１差とするも、#43 小田選手のリードは２周連

続でコンマ 9 秒と、それほど広がっていない。

一方、その３人の後方では#27 豊島選手と

#9 渡会選手、#22 酒井選手の 4 番手争いが

激しく、４周目の 1 コーナーでは#9 渡会選手

が#27 豊島選手を捕らえていた。 

５周目を終えると、ようやく#43 小田選手のリードが 1 秒を超えるとともに、以降はファステストラ

ップを連発。８周目には 1 分 28 秒 922 と予選並みのタイムを出した時には、3 秒近く#2 田中選

手を引き離していた。逆に#2 田中選手の終盤のペースが今ひとつ。 

4 番手を争い合う#7 松井選手と#9 渡会選手の

接近を許してしまうも、逆転を許すまでには至らず。 

そして、それより早くチェッカーを受けた#43 小田

選手は 4 秒８の差をつけ、逃げ切りを果たしてい

た。ジャパンリーグ今季 4 戦目で初優勝となった結

果、3 位でゴールした#7 松井選手に、ランキングで

1 ポイント差にまで迫ることともなった。 

 



 

 

優勝：#43 小田優選手（Drago CORSE TAKE） 

「フォーメイションラップが SUGO は１周が短いから、鈴鹿みたいにタイヤをしっかり温めることが

できなくて、それでちょっと序盤は苦戦しちゃったんですが、温まってきてからは離すことができま

した。4 秒 8 ですか、後ろとの差は。もうちょっとでしたね！ 次はもっと、5 秒とは言わず、この決

勝で気づけたことがあるので、もっと広げます！」 

 

2 位：#2 田中風輝選手（M2 Engineering KK-SII） 

「後半は特に離されてしまいました。う〜ん、この後、チームの人と話し合って、今の僕に足りないも

のを見つけるしかないですね。このままでは終わりたくありませんから」 

 

3 位：#7 松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「スタートがぁ（苦笑）。エンストしかけてしまって。ただ、ペース的には正直、あれがなくても、たぶん

田中選手には着いていけなかったので、タイヤの落ちるのが思ったより早くて、最初の方から落ち

てきたので、そこですね。あとは本当にスタートが、あれは悔しいですね。明日はもっと集中していき

ます」 

 

   
 
 
 
 
 
 
   



レース２・予選 

第 4 戦の予選は 9 時から、15 分間の計測となった。日曜日の SUGO も気温は高く、30 度に達し

たが、弱くではあったが風も吹いているため、路面温度は 42 度にまで下がっていた。計測３周目、

最初に 1 分 28 秒台に入れ、トップに立ったのは#9 渡会選手。1 分 28 秒 794 から１周のクール

ダウンを挟んで 1 分 28 秒 504 にまで短縮を果たし、これに#7 松井選手が 1 分 28 秒 639、そ

して#27 豊島選手が 1 分 28 秒 920 で続く。 

一方、折り返しの段階では 1 分 29 秒台に留まっていた#43 小田選手ながら、計測６周目になって

1 分 28 秒 654 をようやく記して 3 番手に。他のドライバーが後半の伸びを欠く中、次の周には 1

分 28 秒 566 に短縮して 2 番手に躍り出る。 

チェッカーを待たずして#9 渡会選手がピットに戻ってくるが、ラストアタックで#43 小田選手は 1

分 28 秒 436 を叩き出してトップに浮上！ 土壇場の大逆転で 2 戦連続のポールポジションを獲

得した。 

3 番手は#7 松井選手。やはりラストアタックで 1 分 28 秒 614 に短縮するが、#9 渡会選手のタ

イムにはあと一歩及ばず。4 番手は#22 酒井選手で、1 分 28 秒 662 をマーク。そして#27 豊島

選手が 1 分 28 秒 677 で 5 番手、#2 田中選手が 1 分 28 秒 685 で 6 番手となった。ここまで

トップからコンマ 3 秒の差もなく、決勝が激戦となることを予感させた。 

 

ポールポジション：#43 小田優選手（Drago CORSE TAKE） 

「遅れて出ていったら詰まっちゃったので、それで３周ぐらい無駄

にしちゃったので、タイヤが温まりきれなくて。最後のベストも十分

温まっていなかったので、ちょっとしょうがないかなと思います。

まぁ、結果オーライですけど。今日はしっかり引き離してきます」 

 

予選 2 番手：#9 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「最後の周にセクター１が決まったんですけど、レインボーでちょっと

落としちゃったので、それがなければ獲れていたかなと。昨日からセ

ッティングを変えて、それがうまくはまりました。ペースは絶対ある

と思うので、うまくバトルしながら逃がさないようにしたいと思いま

す」 

 

予選 3 番手：#7 松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「ちょっとミスばっかりで、思ったよりもタイヤのピークも早かったで

すね、昨日に比べて。みんな最後の方でタイムアップしていたのに、

僕はそれができなかったので悔しいですけど、たぶんポテンシャル

的にはポール獲れたと思うので、決勝で何が起こるか分からないけ

ど、スタートさえちゃんとできれば、絶対に勝ちは見えているので、

だからポジティブに考えてやっていきます！」 

 



レース２・決勝 

 

定刻どおり 13 時 40 分にレース進行が開始され、18 台がグリッドに並べられた。 

ひとつ気になったのは、上空に灰色の雲が浮かんでいたことだ。幸い、スタートまでには降らずに済

んだのだが……。 

スタートダッシュは、フロントローに並んだ#43 小田選手、#9 渡会選手が同時タイミング。1 コーナ

ーには#43 小田選手が先に飛び込むも、#9 渡会選手が食らいついて少しも離れない。すると、ハ

イポイントコーナーで早くも#9 渡会選手が仕掛けて、トップに浮上！ 

もちろん、その後も#43 小田選手は遅れることなく続き、１周目を終えたばかりの 1 コーナーでア

ウトから被せて前に出ようとするも、#9 渡会選手はしっかりガードを固めていた。3 番手は#7 松

井選手で、4 番手はふたつポジションを上げていた#2 田中選手、そして 5 番手は#27 豊島選手。

予選 4 番手だった#22 酒井選手は「ちょっ

と焦っちゃったのか、スタート直後にギヤが１

速から４速に入ってしまいました」と、8 番手

まで順位を落としていた。 

４周目を終えると、3 番手の#7 松井選手が

前の２台から離されるようになり、逆に#22

酒井選手が#2田中選手と#27豊島選手の

4 番手争いに加わることに。#27 豊島選手

は#22 酒井選手への防戦一方となり、その

間に#2 田中選手が徐々に逃げていく。４周

目には 1 分 29 秒 307、５周目には 1 分 29 秒 054 と#43 小田選手がファステストラップを連

発すると、６周目には#9 渡会選手が 1 分 29 秒 051 で応酬し、まったく互角の戦いを繰り広げて

いた。なのだが、７周目に入ったところでバックストレートから SP コーナーにかけ、雨がついに雨が

降ってくる。その影響なのか、SP コーナーアウトで１台がストップ。 



８周目からセーフティカー（SC）が導入されたばか

りか、雨はより強くなったため、２周の先導の後に

赤旗へと切り替えられてしまう。これで終わる可能

性もあったが、約 10 分間の中断を経て、SC スタ

ートで再開される。すなわち残り１周の超スプリン

トに！ 

ここでリスタートを誰より完璧に決めたのが、SC

導入直前までトップ２台に 2 秒離されていた#7

松井選手だ。もちろん#43 小田選手も狙っていたはずだが、1 コーナーでの位置取りに恵まれた。

トップを#9 渡会選手がキープし、#7 松井選手が 2 番手に浮上する。 

最後は#9 渡会選手が#7 松井選手にコンマ 3 秒差で逃げて、ジャパンリーグでは 2 勝目をマー

ク。そして#7 松井選手は３回目の 2 位を獲得し、また#43 小田選手の前でゴールしたことで、ポ

イントリーダーの座を守り抜いた。 

4 位争いも最後まで激しく、#2 田中選手にも迫った#22 酒井選手だったが、あとコンマ 027 秒

及ばず。７周目の 1 コーナーで#27 豊島選手を抜いて、予選順位までは戻したかったという#22

酒井選手ながら、それは許されなかった。 

もてぎ・菅生シリーズでは 5位、6位となった#27 豊島選手がランキングのトップを守ったものの、

#43 小田選手、#9 渡会選手、#7 松井選手が今回の大量得点でランキング 2〜4 位に浮上。#9

渡会選手以外は、8 月 11 日に行われる次戦もてぎも、ジャパンリーグとの併催だけに出場を表明し

ており、タイトル争いを大いに掻き回してくれそうだ。 

 

 

 



優勝 #9 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「僕が前半区間、速いのは分かっていたので、あそこで勝負するしかないと。セット的にも前半寄り

にしていたので、それがうまくいったのかなと思います。富士に続いての優勝で、今年はだいぶいい

流れで来ています。雨はバックストレートから降っていて、SP でも。再開された後もやばかったです。

あのまま SC で終わっても良かったんですが、最後の１周も勝ち取れたので、最高です！」 

 

2 位：#7 松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「ラッキーですけど、あそこにいたから、ああいうことが起きたので、本当に良かったです。最後の方

はペースが上がらなくて苦しかったんですが、そもそものペースが遅かったので、最後ああいう展開

になって助かりました。SC のまま終わっちゃうのを危惧していたんですけど、良かったです、最後

だけ（笑）。次のもてぎも金曜日から、ぶっつけ本番にまたなりますが、あんまり考えず今までどおり

やっていきます」 

 

３位 #43 小田優選手（Drago CORSE TAKE） 

「気を抜いていたわけじゃなくて……。もともと序盤が遅いのは分かっていて、ちょっと考えすぎた

というのはありました。しょうがないです、次、頑張ります」 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 

 

 

 

 

 
 


